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はじめに

　伊豆諸島，三宅島は，東京から南に 180 km に位置
する火山島（Fig. 1A）であり，最近では 2000 年に噴
火し，雄

お や ま

山（標高 813.3 m）の山頂火口付近に直径 1.6 
km のカルデラが形成された（Fig. 1B：中田ほか，
2001；津久井ほか，2001；Geshi et al., 2002；Nakada 
et al., 2005）．それまでも，標高 350 m 付近の桑

くわのきたいら

木平
カルデラ（直径 4 km），その内側の標高 700 m 付近
に南北 1.8 km ×東西 1.6 km の八

はっちょうだいら

丁平カルデラが知ら
れ て い た（Fig. 1B： 一 色，1960； 津 久 井・ 鈴 木，
1998；津久井ほか，2001，2005 など）．津久井ほか

（2001）は，噴火年代や噴火様式，噴出物の化学組成
に注目して，この火山の最近１万年間の噴火史を 4 活
動期に区分した．すなわち，１）7000 BP 以前の活動
期と 4000 BP までの不活発な時期をあわせた大船戸
期，２）4000 〜 2500 BP の坪田期，３）2500 BP の
八丁平噴火とカルデラ形成と雄山を形成した雄山期，
４）15 世紀以降の山腹噴火中心の新

しんみお

澪期である．大
船戸期の 7000 BP 以前の堆積物は露出が限られるた
め，噴火年代を入れることが難しい．この中で，
大
お お ふ な と

船戸爆発角礫層（OFB）は，大船戸湾内での噴火
によるもので，大船戸湾から 3 km 離れた三宅支庁で
は厚さ 150 cm の，類質岩片を多量に含む成層構造の
発達した降下スコリア層である（津久井・鈴木，
1998）．その噴出年代は，上位のローム層中に鬼界ア
カホヤ火山灰（K-Ah：町田・新井，1978）のバブル

ウォール型火山ガラスが混入していることから（杉
原・ 小 田，1990），7000 〜 8000 BP と 考 え ら れ た．
K-Ah は，鬼界カルデラカルデラの大規模火砕流噴火
に伴う広域テフラで，南九州の縄文早期と前期の境界
付近の層準とされる（新東，1980）．伊豆岬周辺では，
OFB とその上位の八丁平スコリア層（HCS）および
伊
い が や

ヶ谷火山豆石層（IGA：津久井・鈴木，1998）の間
に縄文前期から弥生中期後半の宮ノ台式土器並行期ま
での伊豆灯台遺跡が，大船戸湾北側の OFB 直上には
縄文早期から中期までの西原 B 遺跡が知られている

（Fig. 1C：橋口，1975）．この研究では，OFB の形成
年代を明確にするため，北西麓の伊豆岬（Fig. 1C）
の海食崖に露出する OFB 直下の土壌試料の 14C 年代
を加速器質量分析（AMS）法により測定した．本稿
ではその結果を報告する．

試料採取および 14C年代測定

　採取地点の露頭写真を Fig. 2 に示す．この地点は，
津久井・鈴木（1998）の No.1 に相当する．測定試料
は，下位の溶岩と上位の OFB の間にある土壌層（杉
原・小田，1990）である．この土壌層の層厚は約 30 
cm で，OFB 直下の厚さ約 2 cm を塊状で採取した．
塊状試料の表面を蒸留水で洗浄した後，蒸留水中で分
散させ，開口径 106 μm の篩を通過した画分を酸—ア
ルカリ—酸（AAA）処理した．前処理試料の炭素・
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Abstract
Miyakejima volcano is located in the Pacific Ocean, 180 km south of 

Tokyo, Japan. This paper presents the result of radiocarbon dating with 
an AMS system at Tono Geoscience Center, JAEA of the humic soil below 
the Ofunato explosion breccia (OFB) in the Ofunato Stage. The obtained 
14C date, 8405±50 BP (JAT-8294), can correspond to 9303 - 9365 cal BP 
(probability= 19.6 %) and 9370 - 9522 cal BP (80.4 %) in 2σ confidence 
level. This date is consistent with the stratigraphy and gives the age for 
OFB.
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窒素含有量を，元素分析装置 CN コーダー（ヤナコ分
析工業製，MT-700）により測定した．また，前処理
試料と酸化銅を真空封入した石英管を，電気炉で
850℃，３時間加熱した後，生じた気体を精製して二
酸化炭素を得て，これを水素還元法（Kitagawa et al., 
1993）でグラファイト化した（Okuno et al., 1997, 
2001）．これを日本原子力研究開発機構東濃地科学セ
ンターの NEC 社製 15SDH-2 型 AMS system（Xu et 
al., 2000）を用いて 14C 濃度測定した．14C 濃度の標準
体として NIST OxII（シュウ酸）を，バックグラウ
ンド値に IAEA C1（大理石）を使用した．14C 年代値
の算出には，Libby の半減期 5568 年を用い，試料の

δ13C 値により同位体分別効果（中村，1995）を補正し
た．14C 年 代 値 は 14C 年 代 ― 暦 年 代 デ ー タ セ ッ ト
IntCal09（Reimer et al., 2009）とコンピュータソフ
ト Calib 6.0（Stuiver and Reimer, 1993）を用いて暦
年較正した．

結果と考察

　得られた 14C 年代値は，8405 ± 50 BP（δ13C= -18.2 
‰，JAT-8294）である．処理済試料の元素分析結果
は，C= 3.05 %，N= 0.11 %，C/N= 27.0 であり，土
壌試料として分解が進んでいないことを示唆する．す

Fig. 1  �Index maps. (A) Location of Miyakejima volcano. (B) Map showing distribution of vents, fissures and 
calderas (after, Tsukui et al., 2001). The rectangle corresponds to the area shown in Fig. 1C. (C) Map 
showing localities of sampling site (open circle) and archaeological sites (solid circle). The base map is part 
of 1:25,000 “Miyakejima” topographic map published by Geospatial Information Authority of Japan. Izt: 
Izutodai, Ns-B: Nishihara B.
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なわち，年代値の若返りはないと考えられる（Okuno 
et al., 1997; 奥野，2001）．降下テフラ直下の土壌試料
は，現地性の有機物であるため，その 14C 年代が噴出
年代を示すと考えられる（Okuno et al., 1997, 2001; 
Okuno and Nakamura, 2003）．したがって，今回得
られた 8.4 kBP が OFB の形成年代を示すのであろう．
ただし，杉原・小田（1990）は，この地点の OFB を

「火山性の土石なだれ堆積物」と記載している．OFB
が土石流または岩屑なだれ堆積物であれば，下位の土
壌層を削り込んで，今回得られた 14C 年代が OFB の
形成よりも古い値を示している可能性もある．較正暦
年代（2σ）は，9303 - 9365 cal BP（probability= 19.6 
%）および 9370 - 9522 cal BP（80.4 %）であり，お
よそ 9.4 cal kBP に OFB が形成されたと考えられる．
今回得られた OFB の年代は，K-Ah（7.3 cal kBP：奥
野，2002）や考古遺跡との層序関係とも調和的であ
る．また，下位の溶岩流の噴出年代の上限を与えるも
のであり，この時期におこっていた桑木平カルデラの

埋積過程を検討するうえでも年代学的な制約を与える
であろう．
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　三宅島，伊豆岬の海食崖に露出する大船戸爆発角礫層（OFB）直下の土壌試料の 14C 年代を
8405 ± 50 BP と報告し，その妥当性を検討した．その結果，試料の状態も良く，鬼界アカホ
ヤ火山灰（K-Ah）や考古遺跡との層位関係とも調和的であることから，8.4 kBP と考えて良
いと判断された．これはおよそ 9.4 cal kBP の暦年代に相当する．


